
佐賀市立巨勢小学校 学校便り１８号 令和２年３月２４日　文責 校長 富永　英美
☆児童数３１０人（３月１日現在）

　令和になって最初の卒業証書授与式が行われ、４７名の子供たちが本校を巣立ちまし
た。式辞では、６年生と共に過ごしたこの一年間を振り返りました。献身的な姿勢で取り
組んだ入学式の準備や一年生を迎える会・春の遠足に始まり、集中力みなぎるスタンツ、
ぼくたちの歩みと未来。平和の尊さをしっかりと胸に刻んだ長崎でのフィールドワーク。
そして、さわやかグループ活動や委員会活動を始めとした日々のお世話などなど、忘れる
ことができないものばかりでした。
　そして、今回式辞としては初めて歌を卒業生に紹介したところです。曲は、「いのちの
歌（竹内まりや）」でした。特に、「本当にだいじなものは 隠れて見えない ささやかす
ぎる日々の中に かけがえない喜びがある いつかは誰でも この星にさよならをする時が来
るけれど  命は継がれてゆく 生まれてきたこと 育ててもらえたこと 出会ったこと 笑った
こと そのすべてにありがとう この命にありがとう」に強い感動を覚え彼らに聞いてもら
いました。これから先卒業生は様々な困難に直面するかもしれません。しかし、そういう
時には自分が思い描いている夢や希望をもう一度思い出し、自分を信じて夢に向かって進
んでいってほしいと思います。加えて、当たり前の日々が当たり前に過ぎ去ることの意味
を考え、関わる人たちへの感謝の気持ちを忘れずにこれから過ごしていってほしいと思い
ます。６年生の皆さん、今日は本当におめでとうございました。
　また、最後になりましたが、今年度をもって学校職員を辞することとなりました。４年
間本当にありがとうございました。皆様のこれまでのご協力、ご支援、ご指導等に深く感
謝申し上げます。

☆最終号☆

「本気で勉強，ファイトで運動，やる気とねばりでとことんまで」

第７３回卒業証書授与式

1年生の頃は小さかった（入学式）・レンゲ草畑で遊ぼう 宇宙科学館へのバス遠足・キッズマート

稲刈り作業 春の遠足運動会

長崎修学旅行


